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報告事項

　⑴　補助決定事業費総額

　⑵　補助対象経費総額

　⑶　補助金交付決定額

　⑷　補助金交付概算払額

　　　　2021年　2月　12日

　　令和２年　９月２３日付けで交付決定のあった市川市市民活動団体事業補助金に
ついて、下記のとおり補助決定事業を完了したので、報告します。

市川市市民活動団体補助決定事業実績報告書

記

221,621円

67,500円

NPO法人市川にオオムラサキを生息させ
る会

川添　茂

市川市宮久保３丁目３番２３号

122,070円

67,500円



⑸　実施報告

 
 補助決定事業の成果

（課題をどのように解
決することができたの
かを記載してくださ

い。）

補助決定事業を実施したことによりどのようなメリットがあったのか、地
域がどのように変わったのか等得ることができた成果を具体的に記載して
ください。

〇学校教育との連携を進めることで、オオムラサキと児童・幼児の関わり
が少しずつ広がりと深まりを見せ始めている。昨年まで、学校での羽化率
があまり高くなかったが、幼虫、エノキ（食草）、成虫用のエサなどの支
援を行う事で、羽化率が上がってきている。
〇オオムラサキを日常的に観察することで、オオムラサキに対する児童の
意識も深まったと思われる。観察日記をつけたり、標本作りの取り組む児
童も見られた。
〇近隣の一般市民の方がご自宅の庭でチョウの観察を始めた方がいた。原
稿依頼をして、「オオムラサキ通信」に掲載させていただいた。

　補助決定事業を実施
したことにより把握し
た課題と改善策

　 （今後の方向性）

補助決定事業を実施したことによって、どのような課題を把握し、及び当
該課題を解決するための改善策をどのように講じたのか記載してくださ
い。
〇現在、２回目の非常事態宣言が実施されている中で、次年度の見通しが
立っていない状況である。特に、小学校への学習支援の場は、何とか実現
したいと考えている。
〇市川市教育委員会のご支援をいただき、中山小学校及び若宮小学校以外
に、あらたに大柏小学校が加わる予定となっている。
〇一般市民に対してのPRの内容や質を、さらに検討していく必要がある。
新聞折込などを活用していく予定。

 補助決定事業の名称 オオムラサキの飼育活動を通しての自然環境保全啓発事業

補助決定事業の実施内
容

（計画に照らした事業
の実施結果を記載して
ください。）

 　 広報の実施状況

（市民の参加を呼び掛
けるために実施した広
報等の実施状況を記載
してください。）

〇年２回、「オオムラサキ通信」を市川市立中山小学校、若宮小学校、若
宮幼稚園、冨貴島幼稚園には全児童・園児及び職員と保護者に配布した。
また、本会支援者へも配布した。
〇昨年６月、新聞折込3,000部を中山地域を中心に配布した。
〇小学校２校の３年生児童を対象に、「オオムラサキだより」を発行し
た。（本来は、オオムラサキの学習の場で使用する予定であった。）
〇「オオムラサキ通信」の発行に伴い、本会ホームページを更新した。
〇本年２月２７日、「さわやか県民プラザ」主催の「教育支援実践研究交
流会」で実践内容を発表する予定。（ZOOMによるWEB発表）

計画どおりに出来たこと、出来なかったこと等を具体的に記載してください。
【計画どおり出来た事】
　〇４月上旬市川市立中山小学校、若宮小学校にオオムラサキの越冬幼虫
を各２０頭ずつ、エノキ各３本ずつ配布した。また、５月の下旬には、追
加のエノキを各４本ずつと、成虫用の観察キット及び成虫用のエサを配布
した。
　各学校では、校長先生や学年の先生方を中心として、オオムラサキの飼
育を進めていただき、モンシロチョウ等他の生物と比較しながら観察する
事が出来た。
【計画どおり出来なかった事】
　〇本来であれば、オオムラサキを配布した後、児童に対してオオムラサ
キに直接触れたり、生態につい学習する場を提供する予定であったが、コ
ロナ禍のため実施できなかった。また、若宮幼稚園、冨貴島幼稚園への配
布も、今年度は見送らざるを得なかった。



※　補助決定事業に係る活動の様子が分かる写真を２枚添付してください。

タ イ ト ル   ：中山小学校で羽化したオオムラサキ

タ イ ト ル  ：オオムラサキの幼虫を観察する子どもたち（若宮小学校）

⑹　その他

撮 影 年 月 日：2020 ６月２２日

３年生は教室前でモンシロチョウ、アゲハチョウ、ヤゴなどの昆虫を飼って理科
の時間に観察をしています。チョウはもう、さなぎになりきれいな成虫に変身を
し始めています。

撮 影 年 月 日：2020年６月１９日


